
第10回 公法系訴訟サマースクール

第１部 行政訴訟における主張構成
の方法

・・・罹災証明書をめぐる紛争

主催 日本弁護士連合会・関西学院大学大学院司法研究科
後援 ぎょうべんネット（行政関係事件専門弁護士ネットワーク）

【日程】2024年8月30日（金）31日（土）
【対象】法科大学院生・修了生・大学生・教員・弁護士など
【開催方法】・関西学院大学法科大学院（西宮ガーデンズゲート館）

８階８０１・８０２教室 ※定員５０名程度
                  ・Zoomウェビナー

【申込方法】以下URL又は二次元コードから、２０２４年８月２８日（水）までに
お申込みください。期限後にご参加希望の場合は、以下問合せ先までご連絡ください。

https://form.qooker.jp/Q/auto/ja/10kohokeim/2024/

日本弁護士連合会では、本シンポジウムの内容を記録し、また、成果普及に利用するため、会場での写真・映像撮影及び録音を
行っております。撮影した写真・映像及び録音した内容は、日本弁護士連合会の会員向けの書籍のほか、日本弁護士連合会のウェ
ブサイト、パンフレット、一般向けの書籍等にも使用させていただくことがあります。撮影されたくない参加者の方は担当者に申
し出てください。参加者個人での録音・録画・キャプチャーなどを利用した記録や二次使用は固くお断り申し上げます。
【個人情報取り扱いについての記載】御提供いただいた個人情報は、日本弁護士連合会の個人情報保護方針に従い厳重に管理し、
本シンポジウムの運営のために利用します。また、この個人情報に基づき、日本弁護士連合会又は日本弁護士連合会が委託した第
三者から、シンポジウム等のイベントの開催案内、書籍の御案内その他当連合会が有益であると判断する情報を御案内させていた
だくことがあるほか、個人情報は、統計的に処理・分析し、その結果を個人が特定されないような状態で公表することがあります。

お問合せ先：日本弁護士連合会法制第一課 03-3580-9511

要申込

第２部 憲法訴訟における主張構成
の方法

・・・学校の校則をめぐる紛争

事件
報告 ―事件報告を通して、行政事件の実際を学び、基礎力を付けるー

―事例問題（事前配布）をもとにしたディスカッション形式の
講義を通して、応用力・実践力を上げるー

事例
問題

【報告②】弁護士 上林 惠理子（大阪）
ウィシュマさん名古屋入管死亡事件～入管のマインドと管理体制の問い方～

       

◇パネリスト
中原 茂樹（関西学院大学大学院

司法研究科教授）
興津 征雄（神戸大学大学院

法学研究科教授）
安カ川 美貴（弁護士／群馬）

○コーディネーター
綱森 史泰（弁護士／札幌）

◇パネリスト
丸山 敦裕（関西学院大学大学院

司法研究科教授）
市川 正人（立命館大学大学院

法務研究科 特任教授）
今治 周平（弁護士／奈良）

○コーディネーター
和田 浩（弁護士／京都）

【報告①】弁護士 藤岡 毅（東京）、長岡 健太郎（兵庫県）
重度障害者の介護保障の充実を目指す弁護士の取組
〜松戸市ＡＬＳ介護保障訴訟を中心に〜

【Day１】2024年8月30日（金） 13：30〜17：00

【Day２】2024年8月31日（土） 9：15〜12：30

参加
無料


